
1 アンケート回収状況

（１）　入場者数 552人

（２）　回答者数 307人

（３）　回答率 56%

2 回答集計

1-性別

性別 回答数（人） 構成比（％）

男性 204 67

女性 99 32

無回答 4 1

合計 307 100

１-年齢

年齢 回答数（人） 構成比（％）

20歳未満 11 4

20代 23 7

30代 48 16

40代 63 20

50代 71 23

60歳以上 89 29

無回答 2 1

合計 307 100

伊丹市新庁舎整備シンポジウム　アンケート集計結果
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1-居住地

居住地 回答数(人） 構成比（％）

伊丹市内 169 55

伊丹市外 128 42

無回答 10 3

合計 307 100

2　シンポジウムを知ったきっかけ　（複数回答あり）

　「その他」の内容としては、「共催団体（34件）」「知人からの紹介（10件）」などがありました。

回答数（人） 構成比（％）

ＨＰ 90 26

広報伊丹 89 26

自治会回覧 33 9

チラシ 30 9

その他 104 30

合計 346 100

注）申込み時点は市内の方の割合は70％となっています。
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3　シンポジウムに参加した理由　（複数回答あり）

　その他の内容としては、「建築を学んでいるから」「出身地の新市役所設計に興味を持ったから」などがありました。

回答数（人） 構成比（％）

出演者に興味があったから 196 32

新庁舎整備について知りたかったから 166 27

基本設計の内容を知りたかったから 146 24

対談に興味があったから 97 16

その他 11 1

合計 616 100

3 シンポジウムの感想

【　基本設計の内容　】

　約80%の方から「分かりやすかった」とのご意見をいただきました。「分かりにくかった」理由として、「聞き取りにくかった」「時間が

短く概要があまりわからなかった」などがありました。
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【　対談の内容　】

　約80%の方から「分かりやすかった」とのご意見をいただきました。「分かりにくかった」理由として、「聞き取りにくかった」「シンポジ

ウムの主旨外の話ばかり、伊丹の事を語ってほしかった」などがありました。

【　興味を持ったこと　】

　その他の例としては、「市民広場、市民テラス（7件）」「木の使い方（4件）」などがありました。
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１　新庁舎への意見

・ 伊丹市民として、色々な事に興味をもつ必要があると思い参加しました。早く、完成後の新庁舎をみたいと思いました。今後は

あらゆるイベントを新庁舎でできるといいですね。（お祭り、農業まつり）

・ 安心・安全という言葉がひんぱんに出ていたが、高齢者や障がい者への配慮も中心にお願いしたい。

・ 駅から遠い立地条件で市民が日常的にどれだけ集えるかが課題だと思います。

・ 市庁舎だけでなく、周辺の道路事情等を考慮した計画とするように望みます。

・ 新庁舎の設計が隈さんでとてもうれしく思います。隈さんのデザインは木材を大切に組み込んでいるイメージなので、実施設計で

コスト削減で木材じゃないのを使うのはやめてほしい。木材風とか絶対やめてほしい。隈さん設計で、木材をふんだんに使うこ

とが、長い目でみると環境をよくし、人を集めることになり、伊丹のためであると思います。

２　庁舎整備事業への意見

・ これからどのように進んでいくか、進んでいっているかをオープンにするためホームページなどに現況報告をしてほしい。

・ 市民参加型で進めるに当って、工事中、竣工見学を実施して下さい。

・ 隣接の博物館や近隣の公園、図書館など増加している子育て世代、幼児～児童、高齢者が集まる仕掛け、連携を考えて欲しい。

・ 今の庁舎が建てられた時は大学生の頃で急に伊丹駅前から遠くへ大きな市役所が移ったという感覚しかありませんでした。

今回は子どもや孫が生活する伊丹の中心の建物としてどんな考え方で大きな税金を使い、時間をかけて建て直すのかに興味を

持っていました。最近の台風では暴風が長時間の停電を起こし、今まで安全なところであるという伊丹のイメージも少し不安が

出てきています。より暮らし良い町としての中心が市役所に強く求められるものと思っています。

・ 整備中も利用が不便にならないよう希望します。

３　シンポジウムへの意見

・ 隈さん自身の口から考え方を聞けたので非常に分かりやすく、親近感を覚えました。地場の材料を使っての建築、空調、電力を

あまり使わない設備計画全てが楽しみです。

・ 隈氏の話自体は興味深かったが、庁舎の話自体はホームページ等で公表されている内容と変わりばえせず、少し残念だった。

・ 今後も設計詳細が決まってきた段階で、再度シンポジウムを開いて欲しい。

・ 対談の話もたのしく聞きました。また、このようなシンポジウムがありましたら、参加します。

・ 有名な建築士の講演を地元で聞けるとは思ってもいなく、さらに市役所は歴史を重んじる市のイメージに合った地元の自然を

大切にする隈研吾先生で市にとってとてもいい市役所で、未来性のある価値ある建築物になりそうで、今日はとてもよい勉強が

出来ました。ありがとうございました。

４　その他

・ 新庁舎については、市民の広場として活用されるよう、市バスの交通網も含めて再整備されるよう期待します。

・ 千僧に移ってから、交通アクセスが悪いと思います。ぜひ、阪急伊丹線の北伸。現今地に新駅建設を、阪急に誘致し利便性を

上げてほしい。古来よりの伊丹の文化。酒造、俳諧などの市民として誇れる文化を持っている都市である事を若い人に伝える場を

新庁舎に求めたいと思います。又、庁舎の南に、旧西国街道が通っている事も知らない人が多いので、文化遺産として市役所に

取り入れるようにしてほしい。

・ 市役所の位置が伊丹の既存緑地帯グリーンサークルを形成しているとの発想はとてもすてきだと思いました。それであれば、

今後阪急伊丹やJR伊丹駅から市役所までをグリーンベルトで道路整備も検討いただきたいと思います。

伊丹市新庁舎整備シンポジウム　アンケート　自由記述欄（一部）
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